
自然観察会などで上手にピクチャーカードを使えば、観察のポイントをしっかり伝えたり、
その場では見えにくいものを説明したりすることができます。必要に応じて、イラストを
加えるなどして、自分のフィールドに適した使いやすいカードに仕立ててください。

　左のピクチャーカードでは、一般的でかつ被害
の程度の大きい危険な生きものを紹介していま
す。ほかにも刺す虫やトゲのある植物などは、たく
さんありますが、あまり用心しすぎるのも自然観察
を堅苦しいものにしてしまいます。小さな危険は
身をもって知ることも大切でしょう。

スズメバチに出合ったら
　細心の注意を払う必要のある相手として、スズ
メバチがいます。スズメバチは巣から数m離れた
人でも襲うことがあります。
　事故の多くは、巣が大きく発達する盛夏から秋
にかけて、人が知らずに巣に接近したために起こっ

ています。人が巣に近づくと、巣に待機していた
ハチのうち数匹が飛び立ちます。まつわりつくよう
に飛び、カチカチと大あごを鳴らして警告します。
それでも警告をきかないと、ハチはフェロモンを放
射してほかのハチを呼び寄せ、大群で人を襲いま
す。ハチがまつわりついて飛ぶとき、たくさんの
ハチが飛び回っているときは、静かにその場から
離れましょう。近づいたハチを手で払いのけてはい
けません。かえってハチを刺激します。
　もしスズメバチに刺されたら、きれいな水で傷口
を洗い、毒をしぼり出します。もし気分が悪くなっ
たり、蕁麻疹が出たりしたら、アレルギー症のおそ
れがあるので、すぐに医師に見てもらいましょう。

死に至る場合もあります。過去に刺され
たことがある人は、次に刺されると症状
が重くなります。
　人間にとって危険な生物も、生態系の
均衡を保つ大切な一員です。すぐに排除
するのではなく、危険を避けるための方
法をよく考えてみましょう。観察会の下
見で巣を見つけたら、そのコースを避け
るとか、遠くから双眼鏡を使って観察す
るなど、安全対策を考えておきましょう。

森の危険な生きもの

※ピクチャーカードのページは「NACS-Jピクチャーカード作成委員会」が制作したものを編集
して掲載しています。すべてのピクチャーカードは、NACS-Jウェブサイトの「会員コンテンツ」
でご覧いただけます。また、会報に掲載したカードは、ウェブサイトの一般公開ページからもダウ
ンロードできます。トップページ左上の「さがす」マークをクリックして、「ピクチャーカード」で検索 !

本コーナーは、エプソン純正カー
トリッジ引取回収サービスを利用
されたお客様のポイント寄付によ
るご支援をいただいております。
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▲このカードはウェブサイトに掲載中 　①スズメバチ　②キアシナガバチ　③マムシ　④ヤマカガシ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤ドクガ　⑥イラガ　⑦ウルシ　⑧ツタウルシ
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